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玉島保育園三者協議会（第 21 回）会議録 

 

 

１ 日 時 

  令和１年６月 15 日（土） 午前９時から 

 

２ 場 所 

  玉島保育園 

 

３ 出席者 

 ・玉島保育所保護者 

 ・社会福祉法人 親和会 

 ・保育幼稚園総務課 

 

４ 案件 

 (1) アンケート結果及び園の対応について 

 (2) その他 

 

５ 発言要旨 

（ 市 ） 皆さん、おはようございます。 

      本日は、公私何かとお忙しい中、ご出席いただきまして、ありが

とうございます。 

      これより玉島保育園の第21回三者協議会を開催いたします。 

      議事につきましては、三者協議会の議長であります。保育幼稚園

総務課長の山嵜が進行いたします。 

（ 市 ） それでは、早速でございますが、会議次第に沿って進めさせてい

ただきます。 

      まず、案件の１つ目、「園舎建て替えについて」でございます。 

      こちらにつきましては、法人様からご説明いただけるということ

でございますので、では、よろしくお願いいたします。 

（法 人） おはようございます。 

      足元の悪い中、ご出席ありがとうございます。 

      ずい分前から園舎を建て替えると言いながら、また、ご賛同得る

ように一生懸命努力してやってきたところなんですけれども、ちょ
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っと客観情勢から見て、いわゆる建築費そのものを、建て替えよう

かというときのイメージと、その後の建築費の費用との差を考えた

場合に、これはちょっと無理やなという感じがしてきました。 

      御存じのように、前に松ヶ本認定こども園を建て替えたわけです

けれども、そのときで認定こども園建て替えるのに３億円程度でい

けるということでやってまして、事実、３億2,000万円のお金ででき

ました。その場合ですと、園舎建設の費用にしても補助金が１億

8,000万円でしたか、出たと思います。だから、残りを考えても３億

そこそこですと、まあ言うたら、借金と手前にあるお金でいけると

いうことでやって。そしたら、この玉島のときどうか。玉島のとき

は、３億円では無理と。どれぐらいいるかなと。広さ問題もありま

す。物価の上昇も考えねばならない。そう考えると、４億少し、松

ヶ本に比べたら１億円は余分に上がってることも考えれば、４億

少々ではできるかなと。それでできるとしたら、補助金はどうなっ

てるいうと、２億ぐらい出るだろうと。そしたら、あともうちょっ

と言うと、２億4,000万円近いお金が出るということですね。そした

ら、あとは自前のお金と借入金で４億少々ならいけると。そういう

ことで昨年の年末には市役所のほうにも話をした、担当の方もそれ

ぐらいですかなという返事もろてたからな。だから、こちらとして

は何とか借入金はその分ふえるのは当然やけれども、老朽化という

ことはイメージとしてありますので、建て替えをして、安全な保育

施設にしたいなと、そういう狙いがあったわけですけど、ところが、

東京オリンピックのためのいろいろな建築資材を見てますと、やは

りどんどん上がっていってますね。部品が不足してきていると。何

でそうなるのか、別の世界のことなので、細かくはわかりませんけ

れども、部品まで高騰していくと。不足いうことでね。近くでいう

と、茨木市内にある建築中の２つの法人の園舎もどうやら、その部

品不足とかの影響で４月に新しい園舎でいろいろな行事をやりたい

ということでやってたところが、それもできない。６月にずれ込む

ということを聞きました。建築費は上がるわ、建築資材はそろわな

いわ、そういうような時代で、今の建築中でもおくれると。その後

やとどうなるかということは、やはり一番心配になりました。そう

いうようなことが絡んでくると、やはり建築費も上がります。５億

2,000万円ぐらいの建築費がいるんではないかと。初め想像してたよ

り１億円余分にいることになると。どうするか。ますます建築費は

上昇するかもわからんし、部品不足するかもわからん、いろいろな
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そういう循環を考えたときに、とてもお金が限られているのに、無

理してやって、高望みして右も左も向くことできないと、そういう

ようになっては大変だ。 

      それやったら、もう今のうちに先延ばしするというような形で今

年度の建築は見送りたいということで、市役所のほうにも挨拶に行

きました。そして、こういう事由なので、ちょっと今年度は手を挙

げたけどおろさせてほしいと。何か途中でもしものことがあったと

きに、やはり一番先に迷惑かけるのは保護者の皆さんでもあるし、

市役所にもなるし。私どもだけで済まない。周りにいろいろなとこ

ろで波及効果が出ます。迷惑の波が重なりますので、それなら今の

うちにと思って５月15日の手続を撤回させてもらったわけです。 

      保護者の皆さんにも、そのときからそういう法人の中身をご理解

いただいて説明会を行ったんですけども、三者懇談会があるという

ことで、それまで伸ばしたわけですけども、経過はそういうことで

考えました。 

      私どもとしては、そんな状況で、１年のうちに建て替えられるか

ということがあります。建て替えられるかというと、やはりそれだ

けのお金のかかるのを下げる努力はせんと建て替えられません。建

て替えるためには、１つは、この園庭に新園舎を建てて、こちらを

運動場にすると。初めはここを建て替える場所と考えたんですけれ

ども、仮園舎を建てるお金を節約する必要がありますので、仮園舎

を建てるかわりに、本園舎を運動場に建てると。そしたら５億円の

うちの5,000万円ほど浮く。あともうやはり４億そこそこにするとし

たらどうするか。あとはやはり建築費のかからない園舎にしたい。

建築費のかからない園舎いうことは、やはり木のほうがちょっと低

下、経費を抑えやすい。木製の、いわゆる木造園舎、今のこれが木

造園舎ですけれども、こういうようなのにしてはどうか。その辺に

ついても、こっちは素人で考えた案ですから、２、３の設計事務所

に相談したところ、こういうふうに一度は、そういうようなんで木

造園舎を建てているところが増えてきているということも知りまし

た。 

      建築費を下げる１つの手段としては、だから園舎を、仮園舎を設

けるのはやめる。そして、できたら木造園舎でいけたらどうかなと

いうことが私どものほうで設計屋さんに可能かどうか聞いたら、設

計屋さんはそれならいけるんやないかなということで言いましたの

で、それを考えてます。 
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      そう言うててもまだまだ建築費が上がるかもしれませんので、必

ず来年は建て替えますと言えるかどうかも問題はあるんですけども、

ちょっと建築費の高騰がおさまるまでは、こういう園舎を建て替え

るのはよそでも、そういうような木造でと考えてますので、それで

いかざるを得ないかなと思ってます。自前のお金がもうちょっと潤

っていたら、また違いますし。お金を集めて木造でなく鉄骨造りの

園舎が建てられるだけの自前のお金が、節約してたまった場合には

そうしてもええんやないかと思いますが、今のところでは、どこで

お金を浮かすかというと、仮園舎をつくらないということ、もう一

つはやはり木造園舎でコストを下げると、この２つが大きなものか

なと。３つ目としてやっぱり、今まで以上の節約をやっていかざる

を得ないということになるんですけども、今も申しましたように、

物価がどんどん、建築費、例えばここの地震だけでもかなり響いて

ます。案外、こちらのほうが影響なかったんかいなと思うんですけ

ども、私どもの近くでは地震がきて、そしてその後、台風がきたと。

そういうことで、私どもの近くですと、次々と建て替えていってま

す。それぐらい傷みが大きかった。ということは、それだけ建築関

係の仕事が増えました。建築関係の仕事は増えて人手は足らん、ど

ないしてるのか、建築へ聞くと、ここの辺の建築会社は関東へ行く

人があるし、なら、ここはなくなってきてどないするかいうと、中

国、四国、あるいは九州あたりから車乗ってきて、で、しばらくこ

こで仕事をしてまた帰って、また来ると。そういう建築業界の人手

不足で高騰している。そやから、私どものほうもまだ、私の家もそ

うですが、屋根瓦、まだ落ちついてないと。私の家の隣も屋根瓦ふ

きかえたはずやのに、また壁が都合悪いからいうて、またくるんで

やっていると、そういうような被害が出てますので、建築費が上が

ることはあっても下がることはないやろうと。まあいうたら、ここ

までのお金を貯めたら必ずできるかどうかいうと、建築費用、いわ

ゆるそういうなものも考えて結論を出さんといかん。そやから、で

きたら来年度、やりたいと思ってますけれども、今申しましたよう

に、建築費はどんどん上がってきてますので、来年がひょっとした

ら、できない場合があるかもわからん。再来年になるかもわからな

い。そういうようなことを考えながら本日も参った次第です。 

      ちょっと思わぬ事態になって、本当にご迷惑かけました。その辺

をおわび申し上げますと同時に、見通しとしてはそのような見通し

でいてるということもご理解いただければと思います。以上です。 
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（ 市 ） ありがとうございました。 

      ただいまの説明について、ご質問等ありますでしょうか。 

（保護者） 済みません。多分皆さんも思ってると思うんですけど、オリンピ

ックがどうとかで金額が上がるというのは、今までの三者協議でも

保護者の側から何回も出てた話ですし、この建て替え工事が始まる

って言いだしたのが去年の年末か今年の頭ぐらい。それより前から

地震も台風もあって工事もいっぱいしてる、オリンピックも決まっ

てるってわかってたのに、この初めの予測が甘過ぎるんじゃないで

すか。市の方もそれぐらいかなっておっしゃられてたって言うんで

すけど、もっとこういう保護者までおろして、本当にやりますって

いう前に、そういう事前準備をきっちりするべきやったんじゃない

んですか。何回も何回も私たちこうやって出てきて、正直言って今

までの時間は何やったんやということをみんな思ってるんです。せ

っかくの休みに、子供との時間も割いてこの場に来てるのに、ほん

まに何やったんやという思いがみんな、まず大きいと思うんですけ

ど、その辺、もしまた来年やりたいというのであれば、もっと初め

にきっちり金銭的な見積もり取るとか、ある程度予測をもうちょっ

ときっちりしたところまでしてから、やります、やりませんの話を

こっちにおろしていただきたいと思うんですけれども、どうですか。 

（ 市 ） 事前の準備ということで市としてもある程度お話伺ったときに、

実は今理事長がおっしゃったように３億2,000万円から１億円ぐら

いは数字上がりますよと。それは想定範囲として、１億円といって

もすごい大きいお金なんですけれども、これが1.5倍の５億円以上か

かるというのは、ちょっと予測の範囲を超えてると言わざるを得な

い。実はこの三者協議会で実際進めるとなって設計事務所さんにご

相談とかいうような手続もありまして、もちろん想定はしているけ

れども、今回の場合はちょっと想定範囲を超えてるのかなと。私ど

もも一定その辺の建築費の高騰やオリンピックというのは見越した

積算はしてます。ただ、現状も市の工事もそうなんですけれども、

予算をとってもなかなか落札業者がないというような事態も起こっ

てますので、その辺は一定、全然見込みがされてなかったんではな

くて、今回、この三者協議会で承認をいただいてから、きちんと見

積もりを取ったりとかいうことでされたのかなと。 

（保護者） もうちょっと早い段階で何かわからなかったんですか。やっと園

長先生も皆さんに一人一人声かけてくださって、やっと、さあ、前

に進めるってなって、さあ、返事いつ来るのかなというのを待って
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たら、申請できませんでしたって聞いて。何か、いただいた説明も

書類の準備ができなかったみたいな説明だったんで、今回の説明と

はまた違うんですけど、何て言っていいんですかね、もう言葉がな

い。そう思ってる方がたくさんいると思います。もし、する、しな

いにしても、この園舎でいつまでやるのか、ずっとやるのか、建て

替えをまたあと２、３年後とか来年にするのかわかんないんですけ

ど、それまでの耐震とか強度老朽化してるということなので、そう

いうな不安もあります。建て替えると思ってたのにしないって、そ

れじゃあ、まだ残してて大丈夫なのっていうのもあると思うんです

けど。 

（ 市 ） 建て替えをするのは理事長さんも今おっしゃったように、直ちに

危ないからというよりも、今補助金がつく間に、先に予定している、

要するに老朽化に向けたものを補助金のある間に前倒しでというと

ころですね。そういうふうに聞いておりますので、安全面などそち

らのほうは確保されていると。この震災で何かあったとかいうこと

でもないですし、一定、その震災の耐震基準は満たしてると思うん

です。ただ、今後、もともと市の所有物だったので、今後絶対に建

て替えはしようというところのご判断やと、私どものほうは聞いて

おります。 

      今理事長先生がおっしゃったように、しないわけではなくて、た

だ、お金を１億円ご用意いただいたというのも想像できないお金な

んですけれども、それが今後どういうふうに、消費税の増税もあり

ますし、それがどういう情勢になってくるのか。一旦オリンピック

があるのと万博が落ちついてから、資材であったりとか建築費が落

ちつくときに考えないといけないのか、将来のことまではちょっと

わからないとは思うんですけども。 

（保護者） でも、そのときに補助金がおりるかどうかわからないんですよね。 

（ 市 ） それはわからないですね。ただ、こういう建物をお持ちのところ

は、一定、その建て替えをするための積み立てであったりとか、そ

ういうのを前提に運営をされてるので、それが、例えば補助金があ

るとなれば前倒しをする、補助金がなければ予定をしていた時期に

建て替えをする、というようなのが大体通例ですね。例えばマンシ

ョンでもそうですし、将来ずっと同じものが建っているわけではな

いので、そういう運営をされてると。 

（保護者） その予定の時期というのはいつごろなんですか。 

（ 市 ） 予定の時期までちょっと。今、借入金とかその辺の状況もあるの
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で、私のほうからは何とも言えないですけども。 

（保護者） また今回みたいに突然に、また時期もあと３カ月しかないのに手

挙げますというふうに言われるということですか。それがわからな

いということは。例えば、お財布の状況わからないですけど、来年、

次の12月ぐらいにもう一回手を挙げる予定で頑張りますっておっし

ゃっていただいたら、その当たってる学年のお子さんとか親御さん

は、わかりましたとなると思うんですけど、いつかわかりませんっ

て言ったら、この先、ずっとこの保育園に預けるお母さんは、私の

ときか、いつなんやってずっとなると思うんですよ。今、節約して

お金を貯めますみたいなことをおっしゃってたと思うんですけど、

そしたら例えば、１年間我慢して一生懸命節約してためますと。２

年後必ず手を挙げる準備をさせてもらいますとかいう、そういう具

体的なことをやっぱり言ってもらわないと。こちらは一旦今年やと

思って準備してたのに、ここで曲げられてるので、次こそちゃんと

約束してほしいと。いつかは建て替えないといけないというのは保

護者としてはわかってるので、補助金がおりる、おりないではなく

て、自分のところで頑張れるところまで節約して貯めますっておっ

しゃってるんやったら、そこまで貯めてもらって２年後、ここで１

回手挙げてみますみたいなことをはっきりしてもらったほうが保護

者としては目安ができるのでいいんじゃないかなというふうに思う

んです。けどそこも曖昧なまま、これからずっと過ごしていけって

いうことですかね。耐震は大丈夫だっていうのはわかってるんです

けど、今回も急だったと思うんですよ。補助金をもらうために出さ

なあかんから早く承認が欲しいみたいなの、すごくこっちはせっつ

かれたと、そういう気持ちでずっといたんですけど、それがまため

ぐってくるっていうことですかね。それだったら最初からちゃんと

時期を一旦確定してほしいなというふうに思うんですけど。 

（法 人） 建て替えについては、老朽化は進んでますから、できるだけ早く

建て替えたいと思ってるんですが、やはり建築費の関係があります

のでね、どれだけ上がるか、それも勘案せんといかんし。できたら、

こちらの希望ですけれども、できたら来年度は何とかそういう建築

費が今までどおりであるとしてやった場合は、建て替えたいなと思

ってるんですけどね。けど、このまま建築費が上がる、いわゆるこ

れ、災害も絡んでますからね、今回の場合は。広島やら岡山、あの

辺の災害もあって高騰していったわけですから、その辺がなかった

ら、できることならもう来年度建て替えたいと思ってるんですけど
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ね。その下げる条件はグラウンドに仮園舎を建てないということが

１つと、もう一つは建築費そのものを下げるのに木材で園舎を、と

いうことを考えてますね。 

（保護者） そしたら、法人さんとしては、来年度、手を挙げるべく準備はさ

れるということですよね。補助金を市に申請する、来年度申請する

ために今から準備をされるということですよね。 

（法 人） そうです、はい。 

（保護者） もうこれだけの準備期間があるから、今度はばっちり何とかなり

そうだということ、お金のことがっていうことがなく。 

（法 人） そういうことを考えたうえで。 

（保護者） やるんですよね。 

（法 人） 物価が、建築費がこれ以上、上がらなかったら、もう来年したい

んです。 

（保護者） ちなみに、私、さっきからすごくひっかかってるんですけど、過

去の三者のときに、せっかくここは広くて、光もいっぱい入ってく

るから、ぜひこっち側に園舎を建てて、南の光をすごく入れたいん

だって、すごく熱弁されてたんですよね。それがお金のために、今

度はその光をさえぎってあちらに建てるということですよね。それ

はどうなんですかね。私はそれはすごく反対なんですけど。 

（法 人） そやけど、建築費が。 

（保護者） 子供のためよりも建築費ですか、そしたら。お金は大事だと思い

ますけど。 

（法 人） 園舎を建てるとしたら、そうしてでも下げざるを得ないと。 

（保護者） 子どもに光が当たらなくても、お金、5,000万円のためだったら、

あちらに園舎を建てるということですか。だって、ご自身でおっし

ゃったじゃないですか。光を入れて、子どものためにって言って。 

（法 人） 私は、向こうはやっぱり運動場に置いときたかったんです。 

（保護者） そこは可能にはしてもらえないんですか。私たちはそれは賛成し

たんです。向こうに光を入れて、子どもたちに光が当たるところで

体動かしてほしいというような気持ちで言っていただいた、そこは

保護者としては納得をして、それはわかりましたってなってたのに。

そしたら、お金5,000万円のためにその今のお気持ちをひっくり返し

て光を入れない建物を向こうに建てるって言われるような気がして

ならないんです。それは私はすごく反対なんですけど。ほかのとこ

ろで下げる努力とかいうのはないんですか。 

（法 人） ほかに、建てる場所ないでしょう。 
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（保護者） いや、5,000万円浮かせるためにほかで努力しようとかっていうの

は、こっち側に建てる部分はもう建てるって、仮園舎を建てて、こ

ちらに本園舎を建てるというので、もっとほかに、例えば節約でき

る場所を考えるとかっていうのは。最初から向こうに、こちら側の

意見聞いていただかずに、もう5,000万円下げるためにあっちに建て

るしかないんやみたいな感じで言われてるのが、私はちょっと納得

いかないんですけど。それで準備を進めるというのは。 

（法 人） そやから、それだけのお金をためるゆとりがこの園舎にはないと

思うんです。 

（保護者） 園舎はゆとりはないんですか。 

（法 人） もう老朽化が進んでるからね。そやから、そう１年先、１年先伸

ばすだけのゆとりのない園舎と僕は理解します。 

（保護者） 今すぐ潰れそうなんですか、じゃあ、この園舎。 

（保護者） さっき大丈夫って。 

（保護者） それはおかしいじゃないですか。今すぐ潰れそうな勢いで理事長

おっしゃってますけど、今さっき大丈夫だって。 

（法 人） いやいや、潰れそうだというのは、老朽化がどんどん、１年先な

ると進んでいくから、もうそれやったらということです。 

（保護者） それやったら今建て替えないと危なくないですか。ここから１年

先、これで過ごすんですよね。 

（法 人） そやから、向こうに建てるのにどうするかいうことを、向こうに

仮園舎を建てるお金を節約する。そして、もう一つは木造ででもい

ったら、建築費が浮くと。 

（保護者） そのお金、仮にお金の話で、１億円ぐらい値上がりするから苦し

い、厳しいっていう話じゃないですか。 

（法 人） 上がってしまったからね。 

（保護者） 今の時点では。その１億円をこの１年間で浮かせるためにあちら

に本園舎を建てる、木造にするとか、安くしたいよねっていうい話

であれば今年の申請でもよくないですか。 

（法 人） 今年って言うても、市に出すときにはこちらへ仮園舎を建ててや

りますということで手を挙げてたわけです。で、それを、そういう

条件をなくして新たにこういう条件でやりますという意思表示を来

年度にしなきゃならない。 

（保護者） それをしようと思ったら、今年度は書類は間に合わないみたいな

話ですか。 

（法 人） はい。 
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（保護者） それは結局お金貯まらないということですよね。安くする、節約

するから来年建ててるっていう話じゃないんですか。お金を貯める

というわけではないということですよね。１年待つことで節約して、

お金を貯めるから来年度申請できるんじゃなくて、ただ、建築費を

安くするから来年度建てる申請ができるっていう話になってくると

思うんですけど。 

（法 人） いやいや、あのね。ここで初めに手を挙げたときは、こちらの運

動場に仮園舎を建てて、そしてこちらに本園舎を建てますと、そう

いう意思表示をしてたわけですよ。 

（保護者） そうそう。で、それを生かしてほしいんですよね。 

（法 人） うん、そうそう。 

（保護者） それを生かすために、じゃあ、変な話、年度が進むと老朽化が進

むのももちろんわかってますし、でも耐震的には問題ないのであれ

ば、それこそ来年、来年っていうよりは、２年後とか伸ばしていた

だいて、お金を貯めていただいて、思っている理想の形で。 

（保護者） ちゃんと準備をして、仮園舎も建てて。 

（法 人） 初めですかにこちらが意思表示してた内容で。 

（保護者） そうそう。そうするべきではないのかなと思うんです。 

（法 人） ２年でも先に伸ばして、そして初めに言ったようにやったらどう

かというなご意見ですな。 

（保護者） そうです。 

（法 人） はい。また理事会でその辺は相談させてもらいますけどね。私ど

もとしては、やはりできるだけ早く建てたいということだったので、

今お話ししたように、こちらの仮園舎は費用の関係でやめ、そして

こちらに鉄骨ではなく、今建築の技術が進んでいるので木造園舎が、

ここに限らず、はやってきている、そういう時代でもあります。そ

ういうことで仮園舎をつくらないで木造でやるんやったら、ここで

やるのが来年度やったらできるなと。ただまあ、設計屋さんとも相

談は必要ですが。 

（保護者） 木造だとか鉄骨とか多分誰も言ってなくって、とにかくこっちに

本園舎を建ててほしいということをさっきから切にこっちは言って

るので。木造もそれもいいんじゃないですか。 

（法 人） 木造でもいいわけですな。 

（保護者） それは全保護者に聞かないといけない。今は木造、鉄骨を誰も言

ってなくって、あっちに本園舎を建てることはどうなのかって問題

の話をしてるだけなので。 
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（法 人） 私自身は、本当はこっちでやっぱりやりたいんですよ。 

（保護者） ですよね。 

（法 人） うん。 

（保護者） じゃあ、その自分のお気持ち大事にされたらどうでしょうか。 

（法 人） 基本やけど、先立つ建築費の関係でね、考えたらそうせざるを得

ないかな。ええかっこして向こうへ仮園舎建てる、こっちへ本園舎

建てます言うたけども、今の状況では無理なので、こういう案にせ

ざるを得ないというのが私どもの考えですよね。できることなら、

やはり私自身はこっちでやりたいです。できるのなら、鉄骨にこし

たことない。だけども、お金の関係があるので、考えたらそうなる

かなという。 

（保護者） さっきから補助金ありきでずっと話してはるんですけど、市の人

は毎回ちゃんと来年あるかどうか、補助金あるかどうかわかりませ

んっておっしゃってるんですけど、じゃあ、来年、お金たまったか

ら建て替えますってなったときに補助金がゼロですって言われても、

やっぱりちゃんと建て替えはるんですかね。ずっと補助金ありきの

話でずっと進んでるんですけど、なくなることもあるわけですよね。 

（法 人） 補助金がゼロいうことですか。 

（保護者） 前提もあるわけですよね。市の方もあるかどうかわからないって

毎回言うてはるじゃないですか。来年はわかりません、ことしはあ

りますって。来年はわかりません、その次もわかりませんって言わ

れてる中、すごい補助金ありきでずっと話しておられるんですけど。

もし、補助金なしってなったときに、もう今年いっぱいで終わりま

す、来年からありませんって言われたときに、理事長はちゃんと建

て替えるんですかね。全部お金を予算つくって。 

（法 人） これはもう、予算の問題は国にかかわってくるわけですね。私の

ちょっとわからないところの話ですけれども、今は待機児童解消の

ための園舎がいるということでの補助金は出してくれてるわけです。

それについては政治の世界でどうなるかわかりませんけれども、私

としては、あと１年ぐらいやったらその補助金はあるんやないかと

いう、客観情勢も。というのは、大阪なんかやったらやっぱり待機

児童まだあるほうです。むしろ地方の待機児童が減っていってるか

ら補助金がなくなることも考えられますけどね。私どもとしては、

そういう待機児童の多い間に園舎を補助金もらって建て替えたいと、

これが１番。そう考えた場合には、できたらもう来年でも、その補

助金がまだ来年はありそうやから、あるいはあるだろうと、希望的
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観測かもわかりませんけどね、それを利用して建て替えたいという

のは本音です。 

（保護者） じゃあもし、来年建て替えます、申請しますって。じゃあ、国が

補助金、もう来年からなくしますって言ったら、１年間準備してき

ても、また建て替えませんって言うんですか。今回みたいにお金な

いんでみたいな。 

（法 人） 難しい問題ですね、そこは。 

（保護者） 出る場合と出ない場合を想定して準備したらいいんじゃないんで

すか。簡単なことだと思うんですけど。社会人だったら大体２パタ

ーンぐらい考えて仕事ってすると思うんですけど。出た場合と出な

い場合とを考えてつくったらいいだけじゃないんですか。すごい簡

単なことだと思うんですけど。違いますか。普通社会人そうやって

仕事しませんか、皆さん。すごい簡単な答えだと思うんですけど。 

（法 人） 答えは簡単なんですけど、額が１億円とか２億円とか。 

（保護者）２億円ですよね。だから、補助金出ないんやったら諦めるとか、出

るんやったらやるとか、普通にできると思いますけど。 

（法 人） 単純に言えばそういうことですよね。補助金があるという体で今

進めてます。補助金がないと。 

（保護者） 補助金が出なくても頑張るんだっていう道をつくるか、補助金が

出ないんやったら、もうすぐ諦めるんやとか、この辺まで金額あっ

たらいくんや、いかんとか、そういうのって計画建てれると思うん

ですけど、すごく難しい問題なんだなとかって言われておしまいっ

ていうのは、どうなのかなって思うんですけど。 

（ 市 ） 理事長もある場合という体ではお話しされてると思うんですけど、

ないという体になると、ほかの営利企業でどんどんと営利があって

というのも考えにくいところなので、その辺は長期のスパンでとか、

その辺の収益性とかも考えて判断されると思うんですけど、ただま

あ、その辺の答えはまだ難しいと。 

（保護者） 多分今日は出ないと思うんですけど、今後、三者やるときに、こ

のまま園舎の話になったときに、補助金がまだどっちか市はわから

ないんですってなったときに、絶対保護者から同じ質問出ると思う

んですよ。補助金出なくても来年やるんですかみたいな。そのとき

にもまた同じようにちょっと難しいからわからないてなれば、多分

こっちも納得し切れないと思うので、理事会を開かれていろいろご

相談されるのであれば、その中でそういうことをお話し合いされて、

次この質問が出たときに答えられる準備をしてきていただけたらな
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と思うんですけど。 

（ 市 ） いやいや。 

（保護者） お金なくても建て替えるんですか。 

（保護者） すごく渋い顔を皆さんされてますけど、何か私間違えてます。 

（保護者） そのときも何かっていやって渋ってはったんですけど、そこから

何カ月もたってますよね。 

（ 市 ） 近々、例えばそういう構想が立ってからやる三者協議会であれば、

補助金がつくという前提で進められると思うんです。それは間違い

ないと思うんです。でも、そこはいろいろ判断とかあるでしょうし。

長期視野にたってどれだけの経済的な状況とか、その辺について何

年も先のことがどういう見込みかというところまでご説明いただけ

るかどうかというのは、ちょっと想定できないですけど、私ども三

者協議会で進める限りは、一定、今回もいろいろ議論いたしました

けども、補助金があるということで進め、それに向けて準備という

ことも考えられるかなと。今、法人様のほうからもご説明ありまし

たけれども、そういう内容を今からどう検討されるかというところ

も含めて、今後またやるときにはそういう返答もいただけるのかな

と、市のほうも考えてます。 

（保護者） すみません。待機児童のための、そういう建て替えの補助金って

何年前からあるものなんですか。急に、ここ１、２年じゃないです

よね。 

（ 市 ） やっぱり国でも待機児童は課題となってますので、今現在言われ

てるのは、2020年度末までにゼロにする。一方、２、３年間はゼロ

を維持するということで国では言われてます。今、予算として出て

るのは2020年度末にゼロにするということで、子育て安心プランっ

ていうんですけど、国でつくられたプランに乗せて、そこに市もそ

の補助金を活用して、今建て替えなり、いろいろな政策してるとこ

ろです。まだ国からその先のことっていうのは示されてないので、

一旦は2020年度末と考えています。 

（保護者） 2020年度末って今回が最後ですか。来年度もう一回が最後ですか。 

（ 市 ） ２カ年でいくと、2019、2020です。 

（保護者） 来年度は、ある可能性は。 

（ 市 ） それが示されるのが、恐らく、国の次年度の予算をこれから要求

されると思うので、そこら辺のことが市におりてくるのが、大体年

末あるいは年始、１月ぐらいになってくる。そのあたりで何か情報

があるかなと思ってます。 
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（保護者） 今回までは、まあ、今回というか次の年度まではある可能性が高

いということですか。 

（ 市 ） そう思ってます。 

（保護者） あるとしたら、またこの年末ぐらいから。 

（ 市 ） 何か出てくるのかなと。 

（保護者） 今回と同じような時期ということですね。今回言われたぐらい、

年末年始ぐらいに、また建て替えたいですっていう話、立候補しま

すかっていう話が出てくるということですね。 

（ 市 ） 国と市あわせて出してますので、市の予算も取らないと。市の予

算要求というのが大体10月11月ぐらいになってきますので、その時

点でどうされるのか。今年度から来年度にかけての予算は、今回、

手下げられたので、これは使わないということになってきます。来

年度どうするかですけど、そこもきっちり建替えをやるっていうお

話をもらわないと。やるかやらないかわからないでは予算はなかな

かとれないので、そこら辺も今後またちょっと法人さんと調整はし

ていかないといけないかなと思ってます。 

（保護者） 工事期間を長くとるために、一番早くやりますって準備申請をす

るためには、いつごろまでにそういう準備、申請準備が必要になり

ますか。 

（ 市 ） 一番早い協議で乗せていこうと思いましたら、やっぱり４月の協

議なんですけど、４月の協議も申請自体はだんだん早くなってきて

ますので、今年でしたら３月20日に一回目の補助金の締めがありま

したので、それまでに決めていただくということにはなります。た

だ市の補助金の段取り、予算の段取りもありますので、そうなって

きますと、もう年内には決めないとというところです。 

（保護者） 年内ですか。 

（ 市 ） 今回も12月ぐらいでお声いただいて、そこから予算要求して乗せ

てますので、それぐらいになるかなと思ってます。 

（保護者） じゃあ、園の理事長としては、年内にやるかやらないかをきっち

り決めて、保護者にまたおろしてくるって考えてていいんですか。 

（ 市 ） そのためには年内ぐらいに決めていただくぐらいかと。 

（法 人） そうなりますね。やる、やらないにしても、もうしばらく先には

これは答え出さんといかんと思ってます。それはやっぱり保護者の

皆さんについても、あるいは地域の人についても同じことを言うと

思うんです。いつまでも話を長引かせるべきではないと思いますの

で、できるだけ早くということは考えています。ただ、今、皆さん
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のご希望とちょっと沿いにくい思うのは、仮園舎の問題が絡んでき

ますね。仮園舎だけで大きなお金がいるわけですから、その辺ちょ

っとご理解いただかないといかんかいなと思うんですけどね。やっ

ぱり仮園舎建てるだけの、約5,000万円ほどのお金というのは大きい

です。それを１つ、あとは木造にするか鉄骨でいくかということが

１つですね。木造にするか鉄骨でいくかはご理解いただけるかなと

思うんですけれども、一番困るのは、やっぱり園庭を南側にもって

くるか、逆にこっち側にやるかで、これについてもできることなら

やっぱりご理解いただきたいと思うんですけどね。そういう方向に

なれば、もう結論として来年度で目指して頑張りたいと思うんです

けどね。 

（保護者） 来年度、申請される予定でもう動くということでお気持ちはいい

んですよね。来年度、申請されるおつもりということでいいんです

よね。 

（法 人） はい。 

（保護者） だったら、年内にやるかやらないか決めるということは、園舎を

どこに、仮園舎をどうするのかとか、また次の年度のことも考えて

いかないと。 

（法 人） となれが、やはり保護者との共通理解を得てからでなかったら。 

（保護者） その話を早くまたしないと。もう言っても年内ってあと半年、６

カ月しかないんです。 

（法 人） そうそう。だから、できることならここと運動場との入れかえと

いうこともご理解いただかんと進めにくいかいなとも思ってるんで

すね。 

（保護者） 多分、今までの流れからして、急に、はい、できませんでした、

やっぱりこっちにしますって言って、はい、わかりましたって、み

んながあっさり賛成するとは思えないので。 

（法 人） だから保護者の皆さんの、それについての理解と協力が。 

（保護者） そのためには何か申されるつもりはありますか。協力を得るため

に協力してほしいなってここで言ってても、みんな協力できないと

思うんです。 

（法 人） そりゃそうですね。 

（保護者） そのためには早めに、全員に納得してもらうように。いいですよ

って言うまでにはちょっと時間もかかると思うので。 

（法 人） できることなら、もう早い目にその辺の共通理解を得て進めたい

ですね。 
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（保護者） 何かしらそういう話を、もうちょっとちゃんと設計事務所さんと

話を詰めていただくとか、ほかの、こっちに園を建てるために何か

策がないのかとか、ちょっとしっかり早く考えていただかないとい

けないかなと思うんですけれども。 

（法 人） 自分自身の理想は、もう初めからお話ししてるように、ここに建

て替えて、その間、仮園舎でしたけどね。だけど、それはもうお金

の関係で無理かなと思うし。もう一つ、お金を節約する１つは、や

はり木造にしたいなという気持ちがありますね。そしたら、ぐっと

建築費が下がるのでね。本当に建築の世界はどんどん進歩しますか

ら、木造いうても、今、私どもの家も先ほど言うたように、北部地

震で建て直したところなんか見てますとね、昔やったら柱建てて、

で、それこそ左官屋が入って壁を塗ると。そやけど、このごろそう

いう時代やないですね。何かものすごい壁でぽんぽんっと張って、

壁板ですね。そしてやっていくと。だから、強度やら考えたら、そ

のほうがええようなことを言われますしね。そういうように木造そ

のものも鉄骨と比べてどうかいうと、そう差はないのん違うかとい

うぐらい、もともと木と鉄の違いはありますけれども、そんなんは

あまり考えられないと思います。 

（保護者） みんなそこまで、鉄骨、木造にそんなにこだわりはないと思うん

です。強度がちゃんとしっかりとしていれば別に木造でも全然問題

はないと思うんですけど。 

（法 人） できることなら、皆さんのご理解をいただいてからと。 

（保護者） そのためにも早く動いてほしいんです。前回もどうしようという

状態で、ずるずるといってしまって、結局、もう間際になって、時

間がない、もうこれ今回通さなあかんみたいになって、最後は、わ

ーって感じになってしまったので、そんなことないように、年末申

請しますってはっきりできるように、してほしい。今からでも早く

はないと思うので。 

（法 人） だから、きのうも２件の設計屋さんとはいろいろ情報交換してる

んです。 

（保護者） そういうのをちゃんと示していただいて、保護者のほうにもちゃ

んと話をしていただきたいと。 

（法 人） そして、できるだけ皆さんの期待にこたえられるような建物でや

りたいということで、きのう２件、その前１件の建築屋とね。やは

りどうしたら安くて、しかも格好よくてっていうかね、話はしてる

んですけどね。なかなか個別のそういう話をしながら情報を集める
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ので時間がかかってますけどね。私どもはそういうことを何でやる

かいうと、先ほどからおっしゃるように、できるだけ早く結論を出

したり、できるだけ早く前向きの答えを出したいというのが私の気

持ちなので、その点ではこたえられるように努力を、これからも進

めていこうと思います。その点でもご理解いただきたい。ただ、大

きな問題はね、運動場どうするか、これも大きな問題ですし。一つ

一つ片づけていこうと思う。 

（保護者） 園長先生はどう思ってるんですか。先ほどからずっとお静かです

けど。先生は子供をここで保育する立場として、先生の夢とか希望

いっぱいあったと思うんですけどね。先生はあっちに本園舎建てて、

こっちでグラウンドするっていう話は今聞かれたんですか、それと

もちょっと前から実は知ってたとか。 

（法 人） 実は、その件については、工期を短くするとかいうようなことも

考えて、うちの職員の中では園庭に園舎が建ってもいいんじゃない

かというのは、早く建て替えの話が出たころから職員として、私も

含めてそれはあったんです。それこそ三者で理事長の夢というのは

ずっと聞いてましたので、きっと貫かれるかなっていう話はしてて、

うちの看護師なんかも、今すごく気温が上昇してるので、少しでも

影が、早い時間帯に影ができればいいと。ここの立地を見たときに、

その周りにとてつもない大きなビルが建ってるわけでもないので、

こっち向いてもそこそこの光はとれるんじゃないかないう話は、実

は職員ではしてんたんですね。それより、もう早く動けたらいいな

というのと、今も話をしてるのは、確かに話が去年の暮れにばたば

たっと出て、今回も正直えっというのもあり、職員に伝えるのにも、

職員もえっという感じだったけど、遠い先ではないところで建て替

えはきっと来るだろうと。理事長とずっと話を伺ってる中で、私た

ちが確認してるのは、そんなに遠い先ではないというところら辺で、

私たちは、そのとき、そのときで子供にとにかく我慢させたり、子

供を犠牲にするようなことではないということと、私たちがもう、

新しい施設ができるのであれば、私たちも夢を持った保育ができる

ような施設にしてほしいなっていうのは共通してます。先ほど保護

者の方から、そのために何をしてるんやっていうことで、それこそ、

いつ進めると言われてもいいように、私たちもしっかりと自分たち

の思いであるとかいうのを資料をこしらえながら、しっかり準備は

しておこうねっていう話は職員間ではできてますし、私たちはどう

いう保育をしなきゃいけないのかという、そこだけを揺るがすこと
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なくもっていようね、それをできるかできないかは、本当にわから

ないけれどもっていうところで、それぞれ分担しながら職員は自分

のやるべきことをやるということは確認し合っております。 

      前ものときもやはり、まだ子育て中の職員もたくさんいてます。

自分の子供を預けてるところが建て替えたということを経験してる

保育士も何人もいてます。それこそ、仮園舎を経験してる者もいれ

ば、逆に園庭に建ったということを経験してて、住みやすいとか、

住みやすくないとか、どう変わったとかいうのをみんなで共有しな

がらという場も持っていますし、結論としては、いつでも走れるよ

うには準備をしておこうという確認はしています。やっぱり夢のあ

る保育はしたいです。 

（保護者） 設計事務所の先生と話しされるとき、園長先生は入ってるんです

か。入ってない。 

（法 人） まだ入っておりません。 

（保護者） そういう実際に保育してる先生のお話も踏まえて、初めにそれを

踏まえた見積もりというか設計をある程度してくれたらいいと思う。

また、初めに思ってたのとやり出して違うっていうことが出てきた

らどうかなと思いますけど、その辺は法人さんのほうでお願いしま

す。 

（ 市 ） ありがとうございました。 

      よろしいですか。では、その他について、何かご意見ありました

ら。よろしいですか。 

      ありがとうございました。 

      以上で本日の案件は全て終了いたしました。 

      それでは、これで本日の三者協議会を閉会させていただきます。

本日は長時間わたりご協力いただき、ありがとうございました。 


